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Asakura H, Futamura R, Moriyama S, Iida S, Araki K, Ayumi M, 

季節的に生態系をつなぐ2つの寄生関係―異なるハリガネムシが異なる宿主を異な
る季節に操作して森と川を繋ぐ―
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京都大学生態学研究センター(理学研究科）
修士課程　
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▲図 1　操作が行われた（a）春と（b）秋の
ハリガネムシの主な宿主。写真提供：池内健。

（a）右側では、宿主の腹部に存在するハリガ
ネムシを白矢印で示している

研究ハイライト─

▲図 2　（a）ハリガネムシのミトコンドリア COI 遺伝子部分配列（223 bp）の系統樹。（b）3 つの調査渓流におけるハリガネムシの推定宿主を摂餌
したサケ科個体割合の季節変化。 （c）春と秋における、推定宿主を摂餌したサケ科魚類と摂餌していなかったサケ科魚類の総摂餌量の比較。



─その他のお知らせ

プロジェクトに寄せて

女子
学生チャレン

ジプロジェクトに採択されました

大坪雅（◎） 朝倉日向子（○） 佐々木陽依（○）

景山拓矢 野田祥平 平田和音 田中良輔

◎：リーダー
○：副リーダー

女子チャレ
コアメンバー

女子
学生チ た

門前合宿
異なる階層視点を持つ研究者が集まり、一緒に調査や実験

に取り組みながら議論を進めることで、階層間をつなぐアイ
デアや視点を得ることを目的に、10月に合宿を行いました。
本合宿では、メンバーの大坪の調査地である兵庫県多可郡多
可町で1泊2日の合宿で勉強会とフィールドワークを行い、3
日目には得られたサンプルを用いて生態研センターで分子実
験に取り組みました。学生・PD11名に加え、メンターである
工藤先生、山尾先生、本庄先生にもご参加いただきました。

＜講演会・勉強会＞
ゲストとしてお越しいただいた3人の講演者それぞれが、ど

のような興味を持って今の研究に取り組んでいるのかを伺い、
自分自身の研究の捉え方を再考する機会となりました。工藤
研の湯本さんの講演では、植物の生理機能についてモデル生
物と非モデル生物との間を繋ぐ研究を、山尾研の篠原さんの
講演では、生物群集の共存について数理モデルと実証を繋ぐ
研究をお話しいただきました。モデル生物の生理的な分子基
盤や数理モデルは、難しそうで少し敬遠してしまっていたの
ですが、実際の生態系の理解とこれらの研究がどのように繋

がっているのかを今回の講演から知ることができ、これまで
以上に興味を持つことができました。（佐々木・山尾研 M2）

< フィールドワーク・分子実験 >
フィールドでは、植物群集とその構成種であるハクサンハ

タザオに感染するウイルスの関係について考えを巡らせながら、
サンプルを採集しました。普段動物を対象とする自分には、植
物の分布や形態を植物の研究者と一緒に見られたことも新鮮
でした。例えば、ハクサンハタザオの葉の表面に生えるトライ
コームという構造にも個体差があることを観察し非常に興味
深く思いました。得られたサンプルから、分子実験にもチャレ
ンジしました。分子実験を研究で行っている人たちに、各工程
で起こっている反応や作業のコツを教えていただけて、苦手
意識が和らぎました。また観察だけでは分からなかった個体
にもウイルスが感染していており、分子実験をすることで気
づくことのできる種間相互作用の存在に興奮しました。（朝倉・
佐藤研 M2）

海外短期留学
2月22日から3月3日にかけて、シャーブルック大（カナダ）

に短期留学を行いました。私にとって初めての海外留学だっ
たため、海外の研究者とのネットワークを作ること、海外の女
子学生と交流すること、受け入れ教官の Matthew Barbour 助
教の研究室を訪問し研究相談を行うことを目標に留学に行き
ました。
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▲図 1 フィールドワーク後の集合写真

　　

▲図 2 分子実験の様子

　　

生態学研究センター
工藤 洋教授

２回目の合宿、前回同様に生態研大
学院生の熱意にあふれた２日間でした。
講演や研究計画を題材に、どうすれば
より研究が深まるかについて議論がな
されました。ハクサンハタザオの生育
地では、ウイルスとの相互作用につい
ての小プロジェクトが実施され、体験
とディスカッションとをうまくバラン
スしたプログラムでした。このような
活動を通して生態学研究センターがま
すますアカデミックな熱意にあふれる
場となることを期待します。

女子チャレは大学で初めての取り組みで、
前例がありませんでしたが、皆さんの情熱と
知恵で８ヶ月という短期間に、勉強会・合宿・
留学と非常に濃密で素晴らしい取り組みを達
成できたこと、まずはお疲れさまでした。合宿
で行った研究課題を使ったブレーンストーミ
ングやフィールド調査では、階層統合に向け、
現象や問題意識の共有ができた素晴らしい企
画で私自身も新しい発見が多かったです。生
態研では、その後も、研究室の垣根を越えて議
論や交流が深まっているように思います。今
後も新しい研究、共同研究に発展していくこ
とを期待しています。

生態学研究センター
本庄 三恵准教授



＜海外の研究者とのネットワーク形成＞
シャーブルック大は総合大学で理系から文系が1つのキャ

ンパスに集まっていて、国内外からたくさんの学生が集まる
大学でした。さらに生物学系の中にも、ミクロ生物学から生態
学のようなマクロ生物学まで幅広い分野の研究者が集まって
います。植物病理学の教授や、植物群集生態学の教授の方と話
す時間を作っていただき、研究について教えていただいたり、
自分の研究についてコメントやアドバイスを頂いたりしました。

週に1回ずつ開かれる外部講師による授業や、ディスカッショ
ングループにも参加しました。ディスカッショングループで
は、生態学の研究者が20人近く集まり、週に1回科学に関する
議題を持ち寄り、活発な議論が繰り広げられていました。私が
参加した回は、どうやって研究を一般の人にアウトリーチす
るかという議題のもと、SNS での問題点や発信方法について
話し合いました。大人数での議論で意見したり、進めたりする
ことが難しいと感じていた私にとって、テーマ設定の仕方や
意見の仕方など参考になることも多く、今後に活かしていき
たいと思いました。

＜今後の研究のディスカッション＞
この留学では、植物、ウイルス、昆虫の3者の共存に関わる生

態学的に重要な遺伝子の同定という目標達成のため、今後の
研究計画をディスカッションしました。新しい手法について
教えてもらいながら具体的な、実験方法や解析方法を決めま
した。本計画をすすめ、センターニュースでも成果を報告でき
るように研究を進めていきたいです。

＜女子学生との交流＞
研究者を目指す学生と交流し、女性が研究者として活躍す

ることへの不安や悩みについて共有、お互いを鼓舞しあいま
した。学生と話している中で、女性であることが研究者となる
ことの壁となっていると感じている学生、女性限定公募が増
えチャンスが増えている一方、公平に評価してもらえてない
と感じることが増えたという意見をききました。その中で、博
士課程の学生さんは指導教官が女性で、ロールモデルとなる
女性研究者が近くにいることが、支えとなっていると話して
いました。そして、次の世代では、性別関係なく公平に評価さ
れ、研究できる環境ができるように、今後私たちが研究者とし
て活躍していこうと約束しました。

▲図 3 留学先の大学にて

▲図 4 カフェテリアで学生とのランチタイム

―プロジェクトを終えて―
前回、今回の講演やフィールドワークを通して、先生方をはじめ

として多くの人の研究に向き合うモチベーションや哲学観に触れ
ることができました。このような女子チャレという機会がなければ、
研究への向き合い方の多様性や共通性を、ここまで真剣に考えるこ
とはなかったと思います。幸運にも運営側の一員としてこのプロジ
ェクトに関わることができ、今後の自身の研究活動を変えうる得難
い経験となりました。（佐々木・山尾研M2）

本プロジェクトを通じて、他の階層・分野の方と議論し、調査や実
験にチャレンジできたことは、自身の興味の幅を広げてくれたと最
近特に感じております。また、他の階層・分野の方との議論は、使用
する用語や興味、研究の進め方など異なる点が多く容易ではないこ
とを学び、その違いも含めてとても面白いなと感じました。本プロ
ジェクトの運営に携わることができたおかげで、自分自身の成長に
大きく繋がったと実感しています。（朝倉・佐藤研M2）

女子チャレは、メンターとしてご指導いただきました生態学研究
センターの先生方を始め、ポスドク、学生と多くの方のご協力によ
って遂行することができました。この場をかりて御礼申し上げます。　　　

これまで、リーダーとしてプロジェクトを進めたことがなかった
私にとって、本プロジェクトは本当にチャレンジの連続で、苦しい
こともありました。沢山の方にサポートしていただき、とても成長
できた1年だったと感じています。今後もこのプロジェクトを通し
て得られたネットワークを活かしながら、今後はこの経験を活かし
リーダーとしても、更に活躍できるように努力していきます。

（大坪・本庄研D）
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福井県立大 ・
生態学研究センター
上田るい 博士研究員

いつも動物たちをあの手この手で追跡・
捕獲しようとしている私には、植物が「動
かない」という事実を目の当たりにしたフ
ィールドワークは衝撃的でした。自分にと
っての当たり前が、普遍的なものとは限ら
ない…。そうした気づきの積み重ねが、異
分野統合に繋がっていくのだと改めて実
感しました。実際、ブレインストーミング
では、前回の古座川合宿以上に様々な視点
から活発に意見が繰り広げられており、何
カ月にもわたって議論を積み重ねてきた
結果、全階層統合へ一歩近づいたように感
じました。



◆工藤洋教授が、第 22 回日本生態学会賞を受賞しました
「植物の環境応答を解明する先駆的分子生物学 アプローチの構築」

【受賞内容】
工藤洋教授は、自然環境下での遺伝子発現、エピジェネティクス解析を基軸にした分子生態学研究を中心に、顕著な業績

をあげている。植物生態学に一早く遺伝マーカーを導入し、クローン植物の集団構造や種子の水散布の解析に関する初期
の重要な発見をした。自然の変動環境下におけるトランスクリプトームおよびヒストン修飾の長期観測といった、世界的
に見ても新しい試みを次々と行い、自然条件下における遺伝子の機能の理解、特に植物のフェノロジーや季節調節における遺伝子発現制
御の役割を明らかにした。アブラナ科の生態・生活史・系統・分類についても、長年にわたり研究を進め、日本産のアブラナ科の多様性を明
らかにしてきた。受賞者の研究活動により、分子生物学的手法を用いた植物生態学の研究は大きく発展し、植物の持つ頑健性と長期環境応
答の重要性が浮き彫りとなった。これらの研究成果によって、生物学におけるフィールド研究の重要性を様々な分野の研究者が認識する
こととなり、「イン・ナチュラ研究」としてメカニズム研究に新たな視点を与え、生態学のプレゼンスを高めた。このように、国内外の生態学
における新たな研究展開に指導的役割を果たしてきており、生態学会賞に値すると評価された。

【受賞コメント】
研究室のスタッフ、ポスドク、学生、共同研究仲間とともに研究を進める貴重な日々を送ることができ、それが今回の受賞につながった

と思います。家族の支えも必須でした。この場を借りて御礼申し上げます。今後はトランスクリプトームとその調節機構を読み取る力をさ
らにつけて、新規な発見と包括的な理解を得たいです。植物の遺伝子数はおおよそ30,000なので、まずはそれを頭に入れたいです。

◆山尾僚教授が、第 32 回松下幸之助花の万博記念賞＜松下幸之助記念奨励賞＞を受賞しました
「植物の “しなやかさ ”に魅せられて」

【受賞内容】
植物の生物的環境に対する柔軟な応答をキーワードとして、植物の多様な生物の認識能力と柔軟な応答、それらの生

態系における機能について独自の研究を展開してきた。特にアカメガシワやオオバコ、ヤブガラシといったごく身近な
植物を対象として、これまで知られていなかった植物の他個体認識能力と、それに基づく柔軟かつ多様な応答を次々と明らかにした。

これらの植物における認識能力の発見をベースとして、これまで社会生物学で発展してきた血縁選択理論を植物の種内・間関係の理
解に適応することを実際のデータと共に提案し、国際的に注目を集めている。これらの研究成果は、生物の応答を適応形質として捉えて
きた進化生態学と他種との関係性を明らかにする群集生態学という異なる分野の橋渡しを促すものである。

【受賞コメント】
植物の他個体認識に関する研究は、学生達や多くの国内外の方々との共同研究者の方との成果です。この場を借りて御礼申し上げます。

受賞のお知らせ
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2024年度 協力研究員名簿
氏　名 所　属　等 課　　題　　名

宇野 裕美 東北大学大学院生命科学研究科　理学部生物学科・准教授 河川生態系の時空間動態

奥田 昇 神戸大学　内海域環境教育研究センター・教授 琵琶湖流域の生物多様性と生態系機能に関する研究
風間 健宏 兵庫県立大学　環境人間学部・准教授　　 琵琶湖の植物プランクトンの光合成特性に関する研究
小沢 晴司 公立宮城大学　事業構想学群・教授 地域景観の魅力再発見と災害からの再生
酒井 章子 香港バプテスト大学社会学部地理学科・准教授 植物の繁殖をめぐる植物―昆虫―微生物相互作用

大西　雄二 総合地球環境学研究所 研究基盤国際センター・特任助
教 安定同位体と生態化学両論による生態系構造の高精度解析

野崎 健太郎 椙山女学園大学　教育学部・准教授
1. 陸水学を基盤とした理科・科学教育の実践
2. 無機酸性河川における基礎生産過程の解析
3. 接合藻アオミドロ（Spirogyra）の形態分類

源 利文 神戸大学大学院　人間発達環境学研究科・教授 環境 DNA を用いた淡水域における生物相モニタリング法の開発とその応用
森 豊彦 人と自然の共生ネット・会長 生態学的手法による地域活性化
岡崎 友輔 京都大学化学研究所　化学生命科学研究領域・助教 環境ゲノム解析を活用した琵琶湖微生物生態系の研究
原口 昭 北九州市立大学　国際環境工学部・教授 泥炭形成植物の一次生産機能の解析
池谷　透 立命館大学理工学部・授業担当講師 水域における生物多様性と生態系機能および保全に関する研究
荒木 希和子 滋賀県立大学　環境科学部・講師 クローン性植物における分子生態学的研究

由水 千景 総合地球環境学研究所　研究基盤国際センター・上級研
究員 安定同位体比を用いた水域の物質循環研究

髙野 宏平 長野県環境保全研究所・自然環境部・研究員 サトイモ科植物の送粉生態及び希少植物の保全
亀田 佳代子 滋賀県立琵琶湖博物館・副館長 生態系における鳥類の機能および鳥類と人との歴史的関わりの解明

─その他のお知らせ



◆博士後期課程１年井上輝紀が、第７１回日本生態学会全国大会ポスター賞 植物個体群・群落
部門 優秀賞を受賞しました

「散布者が形成する糞内種子群集 : 哺乳類の採餌様式が実生の競争環境を決める？
Seed community in the feces constructed by disperser : Does mammalian foraging style determine the situation 
of seeding competition?」

【受賞内容】
地球上の多くの樹木が果実を形成し、散布者と呼ばれる動物による採食、移動、排泄によって種子を散布しています。散布者に排

泄された糞の中には、一般的に、複数の種子が含まれており、この種子の組み合わせ（糞内の種子組成）は、種子発芽後の実生の競
争環境に影響すると考えられます。糞内の種子組成には、散布者の採餌様式や、食性、体サイズなどが影響すると考えられます。そ
こで本研究では、採餌様式や食性が異なるテン、タヌキ、キツネの3種を対象に、糞内の種子組成を比較しました。調査の結果、樹
上採食性のテンは、ほとんど同じような種子組成の糞を形成する一方で、地上採食性のタヌキとキツネは、様々な種子組成の糞を形
成することが明らかになりました。また、散布者種間で、複数種の種子が含まれる糞の出現頻度や、糞1つ当たりの種子密度が異な
ることが明らかになりました。これらの結果から、どの散布者種に散布されるかによって、実生の競争相手や、競争の強さが異なる
ことが示唆され、種子の発芽応答に影響する可能性が考えられます。

【受賞コメント】
地道な糞拾いと糞内容物分析の結果が、今回、ポスター賞受賞という形で1つの成果になったことは、素直に嬉しいです。日々の研究

活動を支えてくださる多くの方々に感謝の気持ちを忘れず、これからも新しい発見をしていきたいです。

◆修士課程２年朝倉日向子が、第７１回日本生態学会全国大会ポスター賞 生物多様性部門 
優秀賞を受賞しました

「寄生関係の多様性が生態系間エネルギー流の季節動態にもたらす影響」

【受賞内容】
本号１７ページに掲載

【受賞コメント】
1年必死に取り組んだ研究で優秀賞を受賞できてとても嬉しかったです！受賞できたのは、調査や分析、内容の構成の際はもちろん、

ポスター作成や発表練習の際にたくさんの方にご協力いただいたおかげです。
この場を借りてお礼申し上げます。

◆修士課程 2 年佐々木陽依が、第７１回日本生態学会全国大会ポスター賞 植物生理生態部門 
最優秀賞を受賞しました

「ループかツリーか：葉の通水性が介する生育環境に応じた葉脈タイプの進化」

【受賞内容】
樹木の葉にみられる葉脈のうち、特に太い一次脈や二次脈の分岐パターン（葉脈タイプ）は、ループ型とツリー型

という二つに大別されます。理論的には、ループ型とツリー型で水を輸送する効率が異なることが指摘されていますが、実際にどの
程度の違いがあるのかは不明でした。このような水の輸送効率は、植物が養分を獲得する光合成にも影響を与えます。そこで本研究
では、国内に分布するカエデ属15種とコナラ属9種を対象として、通水性と光合成速度を測定しました。その結果、カエデ属では、
ツリー型の種で通水性と光合成速度が大きかった一方で、コナラ属ではループ型の種で葉身の通水性が大きいことがわかりました。
この結果から、葉脈タイプは葉の機能形質や生理機能と協調して進化することで、樹木の環境適応を支えていることが示唆されました。

【受賞コメント】
 指導教員は言うまでもなく、石田先生をはじめ多くの方の協力や助言に支えられた研究なので、このような形で評価してもらうこと
ができて嬉しいです。引き続き、葉脈タイプに対する理解をを深めたいと思います。

21受賞のお知らせ─

◆博士後期課程１年（生命科学）林息吹が、第７１回日本生態学会
全国大会ポスター賞 進化・数理部門 最優秀賞を受賞しました

「多反復細菌群集の統計解析から確率論・決定論過程を定量的に理解する」

【受賞内容】
生物群集は各生物間の競争や、系内外からの分散など、様々なプロセスによって形作られてい

ます。群集遷移に働くプロセスやその強さを推定することで、群集遷移の予測や制御などの役に立つと期待されて
います。
今回の研究では、群集に働く各プロセスを確率論・決定論過程に切り分け、それらの相対的な寄与率を推定する新たな
フレームワークを提案しました。そして本フレームワークを、培養条件下の細菌群集のデータセットや、数理モデルシ
ミュレーションによって作られた仮想的な群集データに適用することで、その妥当性を検証しました。
開発された本手法を用い、例えば実際の生物群集について、確率論過程の影響が強い（＝群集遷移が少数サンプルでは
予測できない）などの結果を得ることによって、群集遷移の予測・制御に向けた理解へ繋がると考えられます。

【受賞コメント】
今回、有難い事に最優秀ポスター賞をいただく事ができました。生物群集の内部プロセスの理解・応用には困難な点も多く含まれますが、

真に見るべき点を蔑ろにせず、粘り強く取り組んでいきたいです。



 

博士 藤田　博昭 Predictabi l ity of microbiome dynamics
（細菌群集動態の予測可能性）

修士

澤田侑那 ハリガネムシによる宿主カマキリの偏光走性強化の適応的・非適応的帰結

島　玄太 ウナギ養殖水槽中の細菌群集動態の解析

中西　勇太 降湖型サツキマスにおける多様な回遊パターンの定量とその維持機構の解明

林　息吹
確率論過程と決定論過程が創発する代替的な細菌群集の解析
Deterministic and stochastic processes generating alternative states of microbiomes

村上　将大
窒素・酸素安定同位体比を用いた琵琶湖深層における硝化過程の解析
Studies of nitrification in the hypolimnion of 
Lake Biwa by using nitrogen and oxygen stable isotope ratios

楊　霽
学習プロセスを取り入れたベイツ擬態ダイナミクスの数理的解析
Mathematical analysis of Batesian mimicry dynamics incorporating
predator’s learning process

山村　大樹 中間宿主への適応を組み込んだ病原体の spillover過程の数理的考察
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2024年度 運営委員・共同利用運営委員名簿
運営委員                                                                   ☆議長

 氏 　名 所 　属 任 　期
議長
中 野 伸 一

（☆） 生態学研究センター長 2024.4.1～2026.3.31

第1号委員
木庭 啓介 生態学研究センター・教授 2024.4.1～2026.3.31

山内 淳 〃 〃

工藤 洋 〃 〃

石田 厚 〃 〃

山尾 僚 〃 〃

谷内 茂雄 生態学研究センター・准教授 〃

本庄 三恵 〃 〃　

佐藤 拓哉 〃 〃

半谷 吾郎 〃 〃

樋口裕美子 〃 〃

田中 洋之 生態学研究センター・助教 〃

大竹裕里恵 〃 〃

第2号委員
田中 耕一郎 京都大学大学院理学研究科長　　　　　　 2023.4.1～2025.3.31

田尾龍太郎 京都大学大学院農学研究科長 2024.4.1～2026.3.31

浅野 耕太 京都大学大学院人間・環境学研究科長 2024.4.1～2025.3.31

山本 衛 京都大学生存圏研究所長 2024.4.1～2026.3.31

三重野 文晴 京都大学東南アジア地域研究研究所長 〃

伊谷 原一 京都大学野生動物研究センター長 〃

第3号委員
内海 俊介 北海道大学大学院地球環境科学研究院・教授 2024.4.1～2026.3.31

占部 城太郎 東北大学大学院生命科学研究科・名誉教授 〃

阿部晴恵 新潟大学佐渡自然共生科学センター・准教授 〃

宮下 直 東京大学大学院農学生命科学研究科・教授 〃

可知 直毅 東京都立大学・学長特任補佐 2023.4.1～2025.3.31

長尾　誠也 金沢大学環日本海域環境研究センター・教授 2024.4.1～2026.3.31

村岡 裕由 高等研究院環境社会共生体研究センター
・教授 〃

陀安 一郎 総合地球環境学研究所・教授 〃

半場 祐子 京都工芸繊維大学応用生物学系・教授 〃

塩尻 かおり 龍谷大学農学部・教授 〃

巌佐庸 九州大学・名誉教授
佐竹 暁子 九州大学大学院理学研究院・教授 〃

辻 瑞樹 琉球大学農学部・教授 〃

共同利用運営委員
 氏 　名 所　 属 任 　期

議長
中 野 伸 一

（☆） 生態学研究センター長 2024.4.1～2026.3.31

第1号委員
木庭 啓介 生態学研究センター・教授 2024.4.1～2026.3.31

山内 淳 〃 〃

工藤 洋 〃 〃

石田 厚 〃 〃

山尾 僚 〃 〃

谷内 茂雄 生態学研究センター・准教授 〃

本庄 三恵 〃 〃

佐藤 拓哉 〃 〃

半谷 吾郎 〃 〃

樋口裕美子 〃 〃 

第2号委員
田中 耕一郎 京都大学大学院理学研究科長　　　　　　 2023.4.1～2025.3.31

田尾龍太郎 京都大学大学院農学研究科長 2024.4.1～2026.3.31

浅野 耕太 京都大学大学院人間・環境学研究科長 2024.4.1～2025.3.31

山本 衛 京都大学生存圏研究所長 2024.4.1～2026.3.31

三重野 文晴 京都大学東南アジア地域研究研究所長 〃

伊谷 原一 京都大学野生動物研究センター長 〃

第3号委員
内海 俊介 北海道大学大学院地球環境科学研究院・教授 2024.4.1～2026.3.31

占部 城太郎 東北大学大学院生命科学研究科・名誉教授 〃

阿部晴恵 新潟大学佐渡自然共生科学センター・准教授 〃

宮下 直 東京大学大学院農学生命科学研究科・教授 〃

可知 直毅 東京都立大学・学長特任補佐 2023.4.1～2025.3.31

長尾　誠也 金沢大学環日本海域環境研究センター・教授 2024.4.1～2026.3.31

村岡 裕由 高等研究院環境社会共生体研究センター
・教授 〃

陀安 一郎 総合地球環境学研究所・教授 〃

半場 祐子 京都工芸繊維大学応用生物学系・教授 〃

塩尻 かおり 龍谷大学農学部・教授 〃

巌佐 庸 九州大学・名誉教授 〃

佐竹 暁子 九州大学大学院理学研究院・教授 〃

辻 瑞樹 琉球大学農学部・教授 〃

2023年度　博士・修士学位取得者と論文タイトル
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京都大学生態学研究センター
  運営委員会（第 76 回）議事要旨

日　時：　令和 6 年３月 14 日（木）10：00 ～ 10：55
場　所：　zoom によるオンライン
出席者：　運営委員 26 名
○出席者は２６名であり、過半数の１６名を超えており、会議成立が報告さ
れた。
○前回（第７5回（令和5年３月7日開催））運営委員会議事要旨について、メー
ル審議により承認されているが、確認された。

（報　告）
１.運営委員会委員について

中野センター長から、資料１に基づき、令和6年度以降変更のある運営委
員について、報告された。

２.教員の人事について
中野センター長から、令和５年１０月１日付で東樹宏和准教授が生命科

学研究科へ異動、令和６年４月１日付で大竹裕里恵助教及び令和６年４月
１日付で樋口裕美子准教授を生態研教員として採用した旨報告された。

３.教育・研究に係る自己点検・評価について
中野センター長から、大学改革支援・学位授与機構に対し、当センターの

研究活動報告を提出した旨報告された。
４.生態研セミナーについて

中野センター長から、当センターのセミナーを毎月第三金曜日にハイブ
リッド式で実施している旨報告された。

５ .DIWPA の 国 際 生 物 学 コ ー ス（DIWPA International Field Biology   
Course）について

中野センター長から、令和５年８月２０日から２６日まで琵琶湖及び沖
島にて研修を実施した旨報告された。

６.センター一般公開について
中野センター長から、資料２に基づき、センター一般公開が本学隔地のセ

ンター・附置研究所が一般市民向けに公開する京大ウイークスの一環として、
令和５年１１月４日に実施され、好評であった旨報告された。

７.公開講座「ありふれているのに知らない窒素の話」について
中野センター長から、資料３に基づき、今年度は自然科学、和食、環境教育

に関する研究者４名をお招きし、「ありふれているのに知らない窒素の話」
と題して公開講座を２月１７日に実施した旨報告された。

８.韓国・国立生態院創立10周年記念式典・シンポジウムへの参加について
中野センター長から、当センターもMoU締結研究機関として参加した旨

報告された。
９.男女共同参画事業、女子学生チャレンジプロジェクトについて

中野センター長から、資料４に基づき、理学博士後期課程の大学院生が当
プロジェクトに採択された旨報告された。

10.生物多様性・生態系研究基金への寄附状況について
中野センター長から、資料５に基づき、寄附の受入状況について報告され

た。
11.日本学術会議による「未来の学術振興構想」申請について

中野センター長から、資料６に基づき、日本学術会議からの要請を受け、
JaLTERと共同で「未来の学術振興構想」を申請し、採択された旨報告された。

12.令和５年度　外部資金の受入れについて
中野センター長から、資料７に基づき、科学研究費補助金、受託研究等で

受入れた外部資金について報告された。
13.令和５年度　職員の兼業について

中野センター長から、資料８に基づき、今年度承認された兼業について報
告された。

14.令和５～６年度　研究生受入れについて
中野センター長から、資料９に基づき、今年度受入れる研究生について報

告された。
15.令和６年度　招へい研究員の受入れについて

中野センター長から、資料１０に基づき、来年度受入れる研究員について
報告された。

16.令和６年度　外国人共同研究者の受入れについて
中野センター長から、資料１１に基づき、来年度受入れる外国人共同研究

者について報告された。
１７．令和６年度　学振特別研究員（新規・継続）の受入れについて

中野センター長から、資料１２に基づき、次年度に受入れる学振特別研究
員について報告された。

１８．その他
１）当センターの運営にかかるご意見について

・三重野委員から、客員教員受入にかかる予算について質問があり、中野
センター長から受入人数を増やすことを検討しているが、予算配分が減少
する中、現状は維持したいと回答された。

・山本委員から、当センターが「未来の学術振興構想」を申請し、採択され
たことを高く評価する旨発言された。

・村岡委員から、次世代研究者が少しずつ増えてきているので、将来生態
学をどのような形で発展させていくか意見交換、議論を行っていきたいと
発言された。

２）その他
田中委員から、来年度から理学の体験プログラムを実施するため、同プロ

グラムのフィールド活動について協力依頼された。

京都大学生態学研究センター
共同利用運営委員会（第 3 ５回）議事要旨

日　時：　令和 6 年３月 14 日（木）11：00 ～ 12：00
場　所：　zoom によるオンライン
出席者：　共同利用運営委員 21 名、陪席 1 名

◯出席者は２１名であり、過半数の１３名を超えており、会議成立が報告さ
れた。
○中野センター長が陪席することについて諮り、了承された。
○共同利用運営委員会（第３３回（令和５年３月7日開催））議事要旨、共同
利用運営委員会（第３４回（令和５年１０月２６日開催））メール会議議事
要旨（案）について、確認があり、承認された。

（議　題）
１.共同利用運営委員会委員について

木庭委員長から、資料１に基づき、令和５年度以降変更のある運営委員
について、報告された。あわせて、共同利用専門委員について、東京大学の
永田俊委員と京都大学生態研の酒井章子委員の退任、岐阜大学の村岡委
員と京都大学生態研の山尾僚委員就任が承認された。

２.令和６年度共同研究・研究集会・ワークショップの採択について
木庭委員長から、資料２に基づき、次年度の京都大学生態学研究セン

ター全国共同利用共同拠点における共同研究・研究集会・ワークショップ
の公募に対し、共同研究ａ８件、ワークショップ４件、研究集会１件の申
請があり、専門委員会による審査の経過、公募として使用する予算配分を
３５０万円にする等説明があり、審議の結果、採択案は承認された。承認
された。

（報　告）
１.令和５年度共同利用採択リストについて

木庭委員長から、資料３に基づき、令和５年度に共同利用として採択さ
れた実績について報告された。

２.共同利用・共同研究拠点の中間評価について
中野センター長から、共同利用・共同研究拠点の中間評価報告書を提出

した旨報告された。
３.共同利用・共同研究拠点の新規認定ついて

中野センター長から、国際共同利用・共同研究拠点の新規認定を申請し
た旨報告された。

４．琵琶湖観測調査船「はす」について
中野センター長から、調査船の老朽化が進んでおり、今後３０年運用可

能な仕様な新船に更新するため、概算要求も含めた検討を進めている旨
報告された。

５．共同利用・共同研究システム形成事業「学際領域展開ハブ形成プログラ
ム」について

中野センター長から、中部大学をリーダーとして当事業を申請したが
不採択であった旨報告された。

６．コロナ禍によって制限を受けた共同利用・共同研究拠点活動について
木庭委員長から、資料４に基づき、２０２０年度から２０２３年度まで

の共同利用設備利用の推移について説明があり、コロナ禍からの状況は改
善したため、以前と同様に設備等も利用可能となる旨報告された。

７．その他
１）当センターの共同利用・共同研究拠点の運営について、ご意見をいただいた。

・辻委員から、共同研究等の申請について、以前より多くの予算が必要に
なっていることから、各申請に対する予算配分の考え方も再考する必要が
あると発言された。

・塩尻委員から、共同研究等の申請について、予算取りを考慮したもので
はなく、実際に必要とする予算を申請いただく必要があると意見があった。

・塩村岡委員から、拠点の研究活動について、日本とアジアの研究者コミュ
ニティの連携が期待されており、今後意見交換を進めたい旨発言された。

その他のお知らせ─
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学会発表の多くも対面となり、学生達が楽しそうに、そして真剣に自
身の研究を発表している様子に活気づけられています。また、新年度も
始まり、教員、研究員、学生共に新メンバーが加わり、様々な研究が新た
にスタートしています。今年はどんな面白い発見が待っているのでしょ
うか。皆さんもセンターに来られた際には、是非、メンバーとの議論を
楽しんでもらえればと思います。（山尾僚）

─その他のお知らせ

編集後記

24

生態学や生態学研究センターの研究を紹介するイベントとして、オープンキャ
ンパス 2024 を 3 月 25 日を開催した。また、理学研究科生物科学専攻と共同で
生物系合同入試説明会を 4 月 20 日に開催した。

表 紙について 　 　 　 　 　 　 　 　

a.　西圃場でのメソコスム実験の様子（山尾僚）
b.　アカメガシワとナナフシモドキ（山尾僚）
c.　温室での防草シート張り（山尾僚）

大学院進学のためのイベント

生物多様性・生態系研究基金へのご寄付

2023 年 12 月にマイルド産業株式会社
様より生物多様性・生態系研究基金（※）
へご寄付をいただきました。今後、当セ
ンターの研究活動に役立ててまいります。

※生物多様性・生態系研究基金は、京都大
学基金の中の生態学研究センターが設置
したプロジェクト支援基金です。法人税法、
所得税法による税制上の優遇措置が受け
られます。詳細は
https://www.kikin.kyoto-u.ac.jp/
contribution/biodiversity/
をご覧ください。

●
研究員の新井宏受・池谷透・森健介・蔡吉・鍵谷進乃介が
3月31日付で退職しました。

● 樋口裕美子が4月1日付で准教授として着任しました。

● 小野誠仁が4月1日付で特定研究員として採用されました。

●
目戸綾乃・横溝匠・池本美都が4月1日付で研究員として採用さ
れました

● 谷聖太郎が５月1日付で研究員として採用されました。

センター員の異動

センターニュースメール配信登録のお願い

招へい研究員・外国人共同研究者の紹介

Suhuurink Robert Cornelis
アムステルダム大学
期間：2024年4月1日～2024年6月30日
研究テーマ：植物間コミュニケーションとその匂い受容
Volat i le perception by plants and plant-plant 
communication

創発的研究支援事業（JST）（1 件）、大学発新産業創出基金事業
（JST）（1 件）、科学研究費助成事業による研究（49 件）、民間財団
寄附金による研究（4 件）などが進められている。

プロジェクト

生態学研究センターの公式のイベントである「生態研セミナー」
を毎月第三金曜日に開催している。本セミナーは、講演者と世話役
の教員との協議によって、(1) 生態学研究センターにおけるセンタ
ー外の方々も参加可能な対面形式か、(2) 主に Zoom を用いたオン
ライン形式のいずれかの形で開催する。どちらの場合も、講師の同
意が得られる場合には、主に Zoom を用いた外部へのオンライン
配信も併せて行う。オンライン配信実施の可否はそれぞれのセミナ
ーで異なるので、詳細についてはセンターホームページでご確認く
ださい（なおオンラインでの視聴には事前申込が必要です）。また、
生態学研究センターにて開催の対面形式のセミナーへの参加を希望
される場合、会場への道順はセンターのホームページで確認いただ
けます。

生態研セミナー

センターニュースは、年 2 回（7 月、1 月）発行する予定である。
原則として冊子体の発行はせず、センターのホームページにて内容
を公開し、希望者には発行のお知らせをメール配信する。ただし、
公的機関等へは冊子体版をお届けする。センターの活動紹介の他、
研究の自由な討議の場を提供していきたい。

ニュースレターの発行

昨年度と同様、それぞれ数回開催される予定である。

運営委員会・共同利用運営委員会

京都大学では、遠隔地教育研究施設による公開講座等を集中して
実施する京大ウィークスを毎年行っている。センターはその一環と
して秋頃に、一般公開「学校で習わない生き物の不思議」の開催を
予定している。日程などはセンターホームページに掲載し周知する。

公開授業

生態学研究センターにおける 2023 年度の活動予定は以下の
通りです。センターニュース、セミナーなど、センターの最新
情報は、ホームページ（https://www.ecology.kyoto-u.ac.jp）
で公開しています。

2024 年度
センターの主な活動予定（　　　　　）


